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3.3　各種事業などの展開

文部科学省では、幼稚園から高等学校までを通じて、発達障がいを含む障がいのある幼

児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、子ども

一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な指導および必要な支援を行うため、現在、以下

のような特別支援教育の体制整備を総合的に推進するための事業に取り組んでいる。

①発達障がい等支援・特別支援教育総合推進事業、②発達障がい等に対応した教材等の

あり方に関する調査研究事業、③発達障がい早期総合支援モデル事業、④高等学校におけ

る発達障がい支援モデル事業、⑤特別支援学校などの指導充実事業、⑥発達障がいを含む

特別支援教育におけるNPO等活動体系化事業、⑦独立行政法人国立特別支援教育総合研

究所（発達障害教育情報センター）などの他、特別支援教育支援員を幼・小・中学校に配

置。

3.4　今後の特別支援教育の推進に関連して

文部科学省に置かれた「特別支援教育の推進に関する調査研究協力者会議」が「早期か

らの教育支援の在り方について～」（中間まとめ）をとりまとめた。

この報告では、障がいのある子どもに対する多様な支援全体を一貫した「教育支援」と

とらえ、個別の教育支援計画の作成・活用を通じて、特別支援教育の理念の実現を図るこ

とを基本的な考えに据え、教育委員会は、幼児教育段階から、義務教育への円滑な移行を

図るため、市町村教育委員会が幼稚園、保育所、医療、福祉、保健などの関係機関と連携

して就学移行期における個別の教育支援計画を作成すること、障がいのある子どもが就学

する学校について、個別の教育支援計画の作成・活用を通じて、障がいの程度が「就学基

準」に該当するかどうかに加えて、必要な教育的ニーズ、保護者や専門家の意見、就学先

の学校における教育や支援の内容等を総合的に判断して決定する仕組みとすることなどが

提言されている。

（石塚謙二）
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1 国際機関と発達支援施策

幼児期の子どもに対する広い意味での発達支援を表す言葉として、国際的にはEarly 

Childhood Education and Care（ECECと略）やEarly Childhood Care and Educa-

tion（ECCEと略）が使われることが多い。直訳すると「幼児教育・保育」や「幼児保育・

教育」となろうか（ただし、Careという言葉は多義的であり、どういう日本語を当てる

かは議論が分かれそうである）。

1.1　OECD（経済協力開発機構）とECEC

PISA（生徒の学習達成度国際調査）で注目されているOECD（経済協力開発機関）は

ECECという用語を使って参加国の政策動向を調査研究し ,その推進を図っている。

OECDによるとECECは今後、①子どもの全体的な発達や幸福（well-being）を促進す

る資源、ケアリング、環境をつくりだす、②早期教育や保護者への社会的支援の機会を数

多く設けることで、「困難をかかえる（at risk）」子どもと家族を支援する、③学校教育へ

の準備ができるようにし、その後の教育による成果があがるようにする、④子どものいる

母親の労働市場への参入を容易にする、⑤ジェンダーの平等化や、労働と家族責任との両

立を図る、⑥共通の言語と文化に子どもとその家族を導き入れることで社会的な包摂と一

体性を維持していく、ようになると予測をしている（注1）。

こうした展望を持つOECDがECECに関する政策提言を盛り込んだ“Starting Strong

Ⅱ”（2006年刊。starting strongは「人生の出発を力強く」と訳されている）で注目し

ておきたいのは、「アクセスのためのユニバーサルな方法（特別な支援を必要とする子ど

もに対する個別の配慮を含む）」という観点からインクルーシブな教育・保育を提唱して

いる点である。そこでは「幼児サービスは身体、精神あるいは感覚に障がいのある子ど

も、さらには社会経済に不利益を受けている子どもにとって特に大切である。〈中略〉これ

までの研究によると、ユニバーサルなプログラムへのインクルージョンこそがこうした子

どもと家族には最も効果的な方法となることが明らかになっている。〈中略〉特定の子ど

もに対象を絞ったプログラムはその子どもを分離し、烙印を押し、多くの場合、特別なプ

海外の発達支援の制度とその動向

著者校正中の組版⑫
海外の発達支援の制度とその動向
執筆者：嶺井正也
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主要な目的は保護者との協力しながら、幼児の発達を支援し、保護者が働いている間に彼

らにケアと学習の環境を提供するところにある。デンマークも就学前教育を行う幼稚園

（Kindergarten）とその後の9年制の学校については教育省が担当している。

2.2-3　C-1型の所轄行政機関
C-1型のフランスは、0～2歳の幼児を対象とする施設や施策を所轄しているのは仕

事・社会関係・家族・連帯・都市省（Ministry of Work, Social Relations, Family, So-

lidarity and City。なおフランスの場合、社会福祉や社会保障にかんする中央行政機関の

名称はたびたび変わるので要注意）であり、公私立の保育所（créches）、一時託児所

（les halte-garderie）や家族デイ・ケア、認定保育ママ（assistantes maternelles）な

どがある。2～3歳からの幼児がほぼ100％入る母親学校（フランス語のécole mater-

nelleを直訳。しかし、幼稚園と訳される場合が多い）はほとんどが公立であるが、教員

給与は国庫負担であり、国民教育省が管轄している。

なお、フランスはインクルーシブ教育へと舵を切りつつあるが、依然として障がいのあ

る子どもの発達支援については教育系の母親学校と、医療・社会福祉系の施設でのケアと

に大きく分かれていると言ってよい（注8）。

2.2-4　C-2型の所轄行政機関
日本と同じくC-2型に属するアメリカは連邦制をとっており、教育や福祉は各州の権

限となっているが、連邦レベルでは教育省や保健・人間サービス省が財政補助による政策

誘導を行っている。

連邦保健・人間サービス省施策の中で注目されるのは所得の低い家庭の幼児に対する

ヘッド・スタート計画である。これは小学校から始まる学校教育の開始を平等にしようと

いう政策である。アメリカの発達支援は州による違いに加えて多様な名称の施設があるの

で整理が非常に難しい。その中で、0～4歳対象の保育所（day care）や家族支援に関わ

る政策は州レベルでは保健・人間サービス（Health and Human Servicies）関係の部

局（departmentあるいはcommission）が行っている。

就学前の小学校と一緒になっている5歳児を対象とする幼稚園（kindergarten）は州

および学区の教育委員会が所管する。デイ・ケアや、貧困世帯の3，4歳児が入る保育学

校（pre-kindergarten, pre-school）については人間サービス局（Human Services 

Department）が所管している。

3 各国の発達支援施設（注9）

幼児に対する発達支援の制度を、障がいのある幼児の受け入れ方という点から分類して

みると、①包摂中心型（インクルージョン型：障がいのある幼児も一緒の施設で発達支援

を行う）と、②包摂への移行型（理念としては障がいのある幼児は別の施設では発達支援

を行う分離型からの移行をめざす）、③包摂と分離の折衷型（日本、オランダ、ノルウェー

など）、とに大きく区分できる。ただし、①を主にしながらも、②の分離型による発達支援

も行っている場合も多い。たとえば学齢期のケースであるが、イタリアでは障がいのある

子どもは地域の学校での学習の後、放課後に支援センターなどで必要な発達支援を受ける

時もあるといった制度になっている。

あらためてここで指摘するまでもなく、現実には多様な形態をとりながらも、大きな流

れとしては包摂中心型になりつつあることは、上述したOECDのレポートからも理解で

きよう。

3.1　包摂中心型

3.1-1　イタリア（注10）

C-1型のイタリアは3か月から2歳までの幼児を対象とする保育所（2000年前は公立

が多かったがそれ以降民間が増加している）中心であるが、近年では少子化対策的な観点

から保育室（micro nido：事業所内の小さな保育施設）や保育ママ（nido famiglia）も

設けられるようになっている（注11）。これらの発達支援施設については基本的に社会福祉

関係の部署が、それ以降の幼児を対象とする幼児学校については教育行政機関が所轄する

ようになっているが、ローマ市では保育所も幼児学校も同一部署が担当している。また、

幼児教育・保育では世界的に有名なレッジョ・エミーリア市の場合には「人間サービス部

（area servizi alla persona）が保育所と幼児学校を所管している。ただし、国立の幼児

学校の教員人事やカリキュラムについては州の教育行政機関が、支援員については市の人

間サービス部が所管するという構造になっているようだ。

Starting StrongⅡで報告されているイタリアのデータを見ると、小学校以上の学校と

同様に障がいのある幼児も一般の教育で受け入れるというインクルージョンになっている

とし、幼児学校ではさまざまな種類の障がいのある子ども（幼児学校対象児の1.2％に該

当）が学んでいる、としている。1992年に制定された「ハンディキャップ者の援助、社

会統合及び諸権利に関する基本法」は保育所から大学までの統合保育・教育を規定してお

り、それに基づく政策が実施されている。

放課後における地域でのさまざまな活動にも障がいのある幼児が障がいのない幼児と共

に参加できるようになっているし、また障がいのある子どもを対象に支援を行うサービス

もある（ただ、イタリアにも障がいのある子どもを対象にした特別学校が数は少ないが

残っている。その点では完全な包摂型とは言えないだろう）。

保育所についても基本的に包摂型になっている。ミラノ郊外にあるセスト・サン・ジョ

バンニというコムーネ（基礎自治体）のホームページにはコムーネ立の保育所の案内があ

る。そこには「ハンディキャップのある幼児を歓迎し、保育所への受け入れはサービスに

関する行政基準に基づいて提供されまます。幼児と家族にとって入所が有益なものになる
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ログラムを受ける資格のある子どもの多くにサービスを提供できなくなる」（注2）と強調し

てからである。

1.2　ユネスコ（国連教育文化科学機関）とECCE

一方、ユネスコ（国連教育文化科学機関）はECCEという用語を使っている。すべての

子どもに教育を保障する「万人のための教育（Education for All）」という目的と同時に

「人間発達の土台は幼児期につくられる。したがって、幼児期には子どものケア、発達そし

て学習に対してさまざま機能を統合した対処が必要である」（注3）との立場から「子どもの

全体的な発達（holistic development）を準備する健康、栄養、安全、学習に対応するも

ので、インクルーシブ教育を促す幅広いプログラムの一環」（注4）としてECCEプログラム

を推進している。

いうまでもなくユネスコは1994年のサラマンカ宣言・同行動枠組みに象徴されるよう

にインクルーシブ教育を推進している。

このように国際機関は社会的排除問題への対応や母親の就労支援といった側面も持ち合

わせながら、貧困や「障がい」などの状況にある子どもたちを含む子どもの全体の全体的

な発達や生涯学習の土台をつくるうえでECECやECCEという発達支援がきわめて重要

であるという考え方のもとで各国に対し働きかけを行っているのである。

2 ECEC、ECCEを所管する行政機関

2.1　所管の行政機関の分類

ECECやECCEを所管しそれらについての政策を進める行政機関は、①教育行政中心型

（A型）、②社会福祉行政中心型（B型）、③両者の混在型（C型）に大きく分けることがで

きる。さらにC型は幼児前期についてはB型、幼児後期はA型となるもの（C-1型）と、

日本のように幼児後期についてはA型とB型とが並行するもの（C-2型）とがある。

日本総研が先に紹介したOECDのStarting StrongⅡをもとに作成したデータによる

と、OECD諸国については以下のような分類になる（注5）。OECDのデータに基づいている

ため、先進諸国と言われる国々中心になっていることには留意しておきたい。

A型：イギリス、ニュジーランド、ノルウェー、スウェーデン

B型：デンマーク、フィンランド、オーストリア

C-1型： フランス、ベルギー、アイルランド、ハンガリー、イタリア、チェコ、ポル

トガル、オランダ、カナダ、オーストラリア

C-2型：ドイツ、アメリカ、韓国、日本

北欧諸国がA型（ノルウェー、スウェーデン）とB型（デンマーク、フィンランド）と

に二分されているのは興味深い。C型についてはC-1型が圧倒的に多くなっている。

2.2　各型の特徴（注6）

2.2-1　A型の所轄行政機関
イギリス（特にイングランド）は2006年時点ではA型に属するとされている。だが、

当時の所轄機関であった「教育・技能省」はブラウン政権となった2007年に「子ども・

学校・家族省（Department for Children, Schools and Families）」へと変わってい

る。したがって、現在は教育と社会福祉とが一体となった新たなD型とも言える行政に変

わっていると言えよう。その点では今後非常に注目される動きである。同省には乳幼児期

を担当する「子ども・家庭局」、学校教育を所管する「学校局」。若者の職業訓練に関わる

「青少年局」などが置かれている。

この動きは、2009年に成立した日本の新政権の中心となっている民主党のマニフェス

トに示された「子ども家庭省」構想のように日本にも影響を及ぼしそうである。

スウェーデンは1998年制定の学校法によると保育所・幼稚園の一体化が図られ、プレ

スクール（förskola）や家族ディケアホーム（1～5歳）と就学準備クラス（6歳）とが

中心となっている。所管の行政機関は国レベルでは教育科学省（Ministry of Education 

and Science）となっているが、自治体レベルになると社会福祉局となる。したがって、

スウェーデンは新たなかたちでの教育福祉統一型とも言えよう。障がいのある幼児に関し

ては地域のプレスクールや就学準備クラスで医療、福祉、教育が一体となった発達支援が

行われている（注7）。

2.2-2　B型の所轄行政機関
B型に属するフィンランドはPISAにより今や最も注目を集めている国である。その

フィンランドでは幼児期の発達支援を所管しているのは社会・保健省（Ministry of so-

cial affairs and health）である。同省はECECに関する国の政策、保護者やサービス提

供者への手当、出産補助金、保健、子どもと家族のカウンセリング、子どもの福祉、家庭

支援サービスに関わる権限を有しているが、地方分権が徹底しているので具体的な施策は

自治体レベルの社会サービス委員会が行っている。なお、7歳で小学校に入学する1年間

の就学前教育（フィンランド語ではエシコウルと言い、たいてい保育所や小学校に付設さ

れている）については教育省（Ministry of Education）が管轄している。もちろん、教

育も地方分権化や学校自治強化が進んでおり、国レベルでは指針作成が中心となっている。

デンマークの担当所轄は家族・消費者省（Ministry of Family and Consumer Af-

fairs）である。同省は家族や消費者問題に関する分野の政策遂行に責任を有するだけでな

く、提供されるサービスの質や質を維持するための規則などの履行といった認可基準の原

則、職員の労働条件と研修、保護者参加、財政の監督という責任も有している。しかし、
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www.rieti.go.jp/jp/events/bbl/08061101_ikemoto.pdf>, accessed 2009-12-20）
6 この部分に関しては注（2）に示したStarting Strong Ⅱ，泉千勢・一見真理子・汐見稔幸：世界
の幼児教育・保育改革と学力 .明石書店．2008，各国のHP（英文）を参考にしながら整理してい
る．

7 河本佳子：スウェーデン社会における自閉症・ADHDへの支援体制（on line, <〓C:\
Documents and Settings\Administrator\My Documents\発達支援 \スウェーデン社会にお
ける自閉症・ADHDへの支援体制 .mht>, accessed 2009-10-15）

8 池田賢市：ようやく動き始めたインクルージョンへの道．国民教育文化総合研究所編．教育と文化
　第 46号，アドバンテージサーバー，2007．

9 この部分は注 6とほぼ同じである．
10 イタリアのインクルーシブ教育については、「一木玲子：インクルージョンの先駆者・イタリア. 前
出　教育と文化　第 46号」や「嶺井正也：イタリアにおける包摂共生教育制度の成立と展開に関
する詩論 .専修大学人文科学研究所：専修大学人文科学年報　第39号 .pp163-185」などを参照．

11 小谷眞男：児童・家族．小島晴洋・小谷眞男・鈴木桂樹他：現代イタリアの社会保障，旬報社．
2009．pp204-209　を参考

12 フィンランドにおける早期発見・早期支援システムについては，「独立行政法人　国立特別支援教
育総合研究所編：発達障害支援グランドデザイン．ジ　アース教育新社，2009．pp122-128」を
参考

13 イギリスにおける特別な教育的ニーズのある子どもの早期支援についても同上（p139）．
14 イングランドでインクルーシブ教育の制度化に積極的に取り組んでいるインクルーシブ教育セン
ター（CSIE）のHPで確認できる。

15 アメリカ合衆国における就学前の対応については，同前「発達障害支援グランドデザイン．
pp141-158」を参照．

（嶺井正也）
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ように、グループを担当する保育士とともに障がいのある幼児の要求に適った社会的経験

を支援する支援者が配属されています」としている。この保育所は、もちろん、障がいの

ある幼児だけを対象とした特別施設ではない。

3.1-2　フィンランド（注12）

フィンランド（所轄行政機関はB型）も包摂中心型である。もちろん、一般の保育所内

の特別グループもあるし、特定の障がいのある幼児を保育する施設も存在している。

5歳までの子どもの発達支援は自治体が行う保育所（day care center）と家庭保育支

援（family day care homes/places：保育ママ的の制度）の他に民間の保育所がある。

もちろん、在宅での育児もある。前述した就学前教育を行うエシコウルは6歳児を対象と

しており、ほぼ96％の幼児が通っている。そこでは午前中に就学準備的な活動が、午後

から保育的な活動が行われている。

保育所での保育は、0～2歳児の乳幼児4人につき、3～5歳の幼児7人に対し、それぞ

れ専門資格のある保育者（保育教師、保育士など）1人がつき、併せて補助員が加わるこ

とが多い。

フィンランドでは障がいのある幼児も共に保育を受けているので、その場合には加配の

保育者や言語療法士や理学療法士などが加わる。

国立福祉・保健研究開発センターが2003年に策定した「国家教育・保育カリキュラム

指針」では、「可能な限り、支援はその子どもが集団の一員と活動し、その子の社会的交流

がその集団内で支援されるように一般的なECECサービスという形で提供される」とす

る。なお、手話を使う幼児については、それは母語あるいは第一言語であるとして、手話

だけを使う集団、あるいは手話だけを使う幼児と手話と口話の両方を使う幼児とが混在す

る集団での保育を保障している。

3.2　包摂への移行型

3.2-1　イングランド
A型からあらたなD型へと移行しているイングランドのECECは、0～1歳児について

は基本的には家族や身内での保育が行われているが、20％くらいの乳幼児が主に私立の

保育所（day nursery）か保育ママ（child mainder）を利用している。1～3歳児につ

いてはやはり保育者保育ママの利用が多いが、教会やボランティア、さらには私営のプレ

イ・グループや保育所（day nursery）が多い。それ以上、就学前までの幼児（義務教育

は5歳から）に対しては公立の保育所や就学準備クラスも準備されるようになっている。

イングランドでは特別な教育的ニーズのある子どもの支援は、早期に（特に就学前教育

の始まる2歳）から一貫して段階的に支援を提供する枠組みができていると言える（注13）。

この枠組みのもとイングランドでは2001年の特別教育ニーズと障害法（Special Ed-

ucation Needs and Disability Act 2001）以降、急速にインクルーシブ教育が進むと

思われたが、実際にはそれは地域格差が大きいし、全体としてはなかなか進んでいな

い（注14）。法定評価の結果、判定書（statement）を策定された子どもたちの多くが公立の

特別学校で学んでいる。幼児期についても包摂型の発達支援を行っているのは私立やボラ

ンティアによる保育所などであり、公的支援は少ない。

3.2-2　アメリカ（注15）

アメリカ合衆国では二元的な行政のもと、幼稚園や保育学校と、保育所といった発達支

援の施設が多様な設置形態のもとで制度化されている。

この制度のもと、障がいのある幼児に関しては主に、1990年に制定、その後1997年

改定を経て2004年に改定された障がいのある人々の教育法（Individual with Disabli-

ties Education Act：IDEA）による連邦の補助を受ける特別な教育支援が行われてい

る。3歳未満の幼児については同法のC章が、3歳以上の年齢についてはB章が適用され

る。特別な教育支援は原則として「最も制約の少ない環境（least restrictive environ-

ment）」で行うとされている。

先に見たボストン市の場合、3歳以上の場合、①通常学級で支援を受ける形態を原則と

しながら、②通常の学級に在籍しながら必要に応じてリソース・センターか学習セン

ター、③学校内の分離された学級、④特別学校（3校）で受ける4つの形態がある。民間

の保育所や家庭保育での特別な発達支援については、保健局（Department of Public 

Health）がさまざまな支援を行っている。

先進諸国と言われる諸外国ではECECやECCEといった発達支援に力を注ぎつつあ

る。発達支援をすすめる行政機関は社会福祉的なものと教育的なものとに二分されるが、

近年ではどちらかに一本化されたり、密接な協力関係をつくる方向に動きだしている。ま

た、発達支援の施設については、特に障がいのある幼児に関してはインクルーシブ教育・

保育を理念や原則としつつあるが、具体的にそれが進んでいる国と実態を伴わない国とが

ある。

〈注〉
1 OECDのHP：Early Childhood Education and Care - History and Context of the Review.
（on line, <http://www.oecd .reseach Result/0,3400,en_2649_39263231_1_1_1_1_1,00.

html>, accessed 2009-12-27）
2 OECD: “Executive Summary” pp17. “Starting Strong II”. 2006（on line, <http://www.

oecd.org/dataoecd/38/2/37417240.pdf>, accessed 2009-12-27）
3 UNESCO: （on line, <http://www.unesco.org/en/early-childhood/mission/>, accessed 

2009-12-25）
4 UNECSO: （on line, <http://www.unesco.org/en/early-childhood/>, accessed 2009-12-

26）

5 池本美香：乳幼児期の教育・保育制度のあり方～諸外国の政策動向をふまえて（on line, <http://
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